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総
特
集

ロシアとヨーロッパの狭
は ざ

間
ま

ウクライナ問題と地域史から考える

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
長
期
化
す
る
様
相
を
見

せ
て
い
る
。
国
際
政
治
上
の
力
学
が
変
化
し
、
地
域
間
の

勢
力
バ
ラ
ン
ス
が
揺
ら
い
だ
結
果
、
そ
の
「
歪
み
」
が
狭

間
に
位
置
す
る
地
域
に
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
特
集
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
焦
点

を
当
て
、
現
在
と
過
去
の
両
方
の
視
点
か
ら
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
特
集
が
目
指
す
の
は
、
狭

間
の
地
域
研
究
で
あ
る
。
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め
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
と

表
現
し
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

本
特
集
が
目
的
と
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
狭
間
の
地
域
研

究
で
あ
る
。
現
在
に
お
い
て
は
、
国
際
政
治
上
の
力
学
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
土
佐 

二
〇
一
四
）。

ア
メ
リ
カ
と
い
う
超
大
国
に
よ
る
一
極
的
構
造
が
後
退
し
、

ロ
シ
ア
や
中
国
の
よ
う
な
大
国
が
国
際
秩
序
の
現
状
変
更
を

意
図
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、
地
域
間
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
狭

間
の
地
域
が
一
種
の
「
空
白
地
帯
」
と
化
し
、
対
立
や
紛
争

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
。
地
政
学
の
復
権
と
も
い
わ
れ

る
所
以
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
米
国
主
導
の
世
界
秩
序
が
揺

ら
い
で
い
る
以
上
、
も
は
や
「
世
界
共
通
」
の
ル
ー
ル
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
各
地
域
が
有
す
る
文
脈
を

重
視
す
べ
き
と
さ
れ
る
。

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
関
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

地
政
学
を
見
誤
っ
た
結
果
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
も
っ
と
慎
重
に
対
応
し
て
い
れ

ば
、
ロ
シ
ア
を
過
剰
に
刺
激
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
旧
東
欧
や
バ
ル
ト
諸
国
が
西
側
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
、
端
的
に
い
え
ば
Ｅ
Ｕ
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加

盟
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
は
許
容
し
た
。
だ
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
旧
ソ
連
の
な
か
で
も
別
格
の
存
在
で
あ
り
、

政
治
的
・
歴
史
的
に
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
結
び
つ
き
は

極
め
て
強
い
。
こ
う
し
た
見
方
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

不
注
意
に
も
ロ
シ
ア
の
「
勢
力
圏
」
た
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
土

足
で
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ
「
狭
間
」
と
し
て
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

あ
る
い
は
中
欧

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
を
見
る
う
え
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
だ
け
で
な
く
冷
戦
時
代
に
東
欧
と
呼
ば
れ
て
い
た
地

域
も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
旧
東
欧
の
大
部
分
は

二
〇
〇
四
／
〇
七
／
一
三
年
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
果
た
し
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
を
除
い
て
は

シ
ェ
ン
ゲ
ン
域
に
も
入
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
北
欧
か
ら
イ

ベ
リ
ア
半
島
ま
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

な
く
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ

の
分
だ
け
Ｅ
Ｕ
か
つ
シ
ェ
ン
ゲ
ン
域
の
外
部
と
な
っ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
の
敷
居
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
か
つ
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ

Ⅰ
「
狭
間
」
の
地
域
研
究
を
目
指
し
て

狭
間
と
は
、
い
さ
さ
か
歯
切
れ
の
悪
い
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

世
界
各
地
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
ア
ジ
ア
や
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た
地
域
的
な
区

分
が
ま
ず
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
。
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
更
な
る
区
分
が

な
さ
れ
る
。
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
だ
が
、

ど
う
し
て
も
区
分
け
が
困
難
な
地
域
、
す
な
わ
ち
狭
間
と
呼

ば
ざ
る
を
え
な
い
地
域
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
二
〇
一
四
年

に
入
っ
て
改
め
て
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
が
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
一
年
に
独
立
し
た
と
は

い
え
、
も
と
も
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
旧
ソ
連
の
な
か
の
一
共
和

国
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
と
密
接
な
関
係
を
有

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
帰
属
意
識
も
強
く
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
も
議
論
さ
れ
て
は

い
る
が
、
す
で
に
Ｅ
Ｕ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
旧
東
欧

諸
国
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
理
的
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
ウ
ラ
ル
山
脈
以
西
の
ロ
シ
ア
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
含

総
特
集 

ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
狭は
ざ

間ま

―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
地
域
史
か
ら
考
え
る

﹇
総
特
集
に
あ
た
っ
て
﹈

ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
狭
間
の
地
域
研
究

福
田　

宏
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ヴ
ァ
キ
ア
（
当
時
）
な
ど
の
領
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、
国
境

地
域
に
お
け
る
双
方
の
関
係
は
今
で
も
継
続
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
境
界
地
域
に
拠

点
を
置
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
家
ス
タ
シ
ュ
ク
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
作
家
ア
ン
ド
ル
ホ
ヴ
ィ
チ
が
、
共
同
で
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
テ
ー
マ
と
す
る
エ
ッ
セ
イ
集
を
刊
行
し
た
こ
と
は
興
味
深

い
（
加
藤 

二
〇
一
四
）。『
わ
た
し
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

―
い

わ
ゆ
る
中
欧
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
』
と
題
す
る
本
書
は
、

Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
に
先
立
つ
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い

る
。
二
人
の
作
家
が
居
住
す
る
場
所
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君

主
国
時
代
に
ガ
リ
ツ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
た
領
域
で
も
あ
る
。
こ

の
ガ
リ
ツ
ィ
ア
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
西
側
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
領

に
、
東
側
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇

四
年
に
前
者
が
Ｅ
Ｕ
に
組
み
込
ま
れ
た
結
果
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア

と
い
う
領
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
と
外
に
分
割
さ
れ
る
格
好

と
な
っ
た
。
ス
タ
シ
ュ
ク
と
ア
ン
ド
ル
ホ
ヴ
ィ
チ
の
二
人

は
、「
わ
た
し
の
」
と
い
う
一
人
称
を
前
面
に
押
し
出
し
つ

つ
、
西
で
も
東
で
も
な
い
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
存
在
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
て
い
く
。

こ
こ
で
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は
中
欧
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
用
語
は
、

ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
を
示
す
概
念
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
狭
間
と
い
う
以
上
の
意
味
を
持
た
な
い
と

い
っ
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
概
念
に
は
、「
何
か
」
と
「
何
か
」
の
間
と
い
う
共
通
了

解
は
存
在
す
る
も
の
の
、
こ
れ
が
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る

と
い
う
確
固
と
し
た
核
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
地
理
的
範
囲
に
は
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在

す
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
考
え
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
と

東
欧
・
ロ
シ
ア
の
間
、
チ
ェ
コ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
考

え
れ
ば
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
ほ

ど
挙
げ
た
ス
タ
シ
ュ
ク
は
、
自
ら
の
居
住
地
点
を
中
心
と
す

る
半
径
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
「
わ
た
し
の
」
中

央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
呼
ん
で
い
る
（
加
藤 

二
〇
一
四
：
一
六
七

―
一
六
八
）。
そ
こ
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
い
っ
た

国
々
が
含
ま
れ
る
。

で
は
、「
学
術
的
な
」
定
義
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
図
１
は
、
主
と
し
て
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
ド
イ
ツ

系
地
理
学
者
の
定
義
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
興

味
深
い
こ
と
に
一
六
通
り
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
す
べ
て
重

図1　20世紀前半における地理学者による中央ヨーロッパの定義
（出所）Sinnhuber 1954: 19.
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は
、
冷
戦
期
に
お
い
て
は
夢
物
語
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
一

九
八
九
年
の
体
制
転
換
に
よ
っ
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

今
世
紀
初
頭
の
Ｅ
Ｕ
拡
大
に
よ
り
、
旧
東
欧
を
中
心
と
す
る

地
域
が
Ｅ
Ｕ
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
「
回
帰
」
を

象
徴
す
る
出
来
事
と
受
け
止
め
ら
れ
た
（
羽
場 

二
〇
一
四
）。

Ⅲ
浮
遊
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
す
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ど
う
な
る
の
か
？　

こ
の
国

は
い
っ
た
い
、
ど
こ
に
「
回
帰
」
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？

旧
東
欧
諸
国
の
加
盟
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
拡
大
は
一
段
落
し
た
状

況
に
あ
る
。
現
段
階
で
二
八
ヵ
国
の
組
織
と
な
っ
た
Ｅ
Ｕ
で

は
、「
拡
大
疲
れ
」
も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
加
盟
国
を

増
や
し
て
い
く
と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｕ

そ
の
も
の
は
少
な
く
と
も
建
前
の
う
え
で
は
開
か
れ
た
組
織

で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
西
バ
ル
カ
ン
、
ト
ル
コ
と
い
っ
た

国
や
地
域
に
つ
い
て
も
、
加
盟
を
妨
げ
る
理
念
上
の
問
題
は

存
在
せ
ず
、
手
続
き
さ
え
踏
め
ば
Ｅ
Ｕ
の
一
員
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
こ
の
問

題
は
、
ど
こ
ま
で
が
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
と
な
り
う
る
の
か
、
さ

ら
に
は
、
ど
こ
ま
で
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
が

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
の
か
、
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

例
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
Ｅ
Ｕ
の
東
方
政
策
に
対
し
て
非

常
に
積
極
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
（
宮
崎 

二
〇
一
四
）。

自
国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
同
じ
二
〇
〇
四
年
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

「
オ
レ
ン
ジ
革
命
」
が
成
立
し
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
」
に
位
置
す
る
国
家
と
し
て
、
民
主
主
義
と
い
っ
た

普
遍
的
価
値
の
拡
大
に
努
め
、
近
隣
諸
国
の
安
定
化
に
積
極

的
に
関
与
す
べ
き
と
い
う
議
論
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
す
べ
て
が
こ
う
し
た

「
使
命
感
」
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
加
盟
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
ロ
シ
ア

と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
同
国
政
治
の
行

方
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
Ｅ

Ｕ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
加
盟
を
事
実
上
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
、

ロ
シ
ア
の
動
向
を
見
つ
つ
、
軍
事
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関
係
の
安
定
化
を
進
め
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
東
野 

二
〇
一
一
）。
だ
が
、
現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、
こ
れ
ま
で
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

な
る
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
チ
ェ
コ
地
域
だ
け
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
自
体
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
称
も
多
様
で
あ
る
。
差
し
あ
た
り

日
本
語
と
英
語
だ
け
で
考
え
た
と
し
て
も
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
も
し
く
は
中
欧
（Central Europe, M

iddle Europe

）、

中
・
東
欧
（Central and Eastern Europe

）、
東
中
欧

（East Central Europe
）
と
い
っ
た
呼
び
方
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
は
ミ
ッ
テ
ル
オ
イ
ロ
ー
パ

（M
itteleuropa

）
と
い
う
単
語
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
訳
せ
ば

中
欧
（M

iddle Europe

）
と
な
る
の
だ
が
、
他
の
言
語
に

は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
色
付
き
の
言
葉
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。
ミ
ッ
テ
ル
オ
イ
ロ
ー
パ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う

流
動
的
な
時
期
に
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
単
語
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
ド
イ
ツ
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
を
併
せ
た

広
大
な
地
域
の
再
編
が
含
意
さ
れ
て
い
た
（
板
橋 

二
〇
一

二
）。
だ
が
、
チ
ェ
コ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
近
隣
の
小

規
模
民
族
に
と
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
の
主
導
権
を
前
提
と
す
る

ミ
ッ
テ
ル
オ
イ
ロ
ー
パ
は
警
戒
す
べ
き
単
語
で
あ
っ
た
。
念

の
た
め
に
付
け
加
え
れ
ば
、
一
九
三
三
年
に
政
権
を
握
っ
た

ナ
チ
ス
は
ミ
ッ
テ
ル
オ
イ
ロ
ー
パ
を
積
極
的
に
使
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
言
葉
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
膨
張
志
向

を
想
起
さ
せ
る
危
険
な
概
念
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
も

記
憶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
冷
戦
期
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

概
念
の
一
時
的
な
凍
結
期
間
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の

時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割

さ
れ
、
中
央
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ

た
。
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
東
側
で
は
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
社

会
主
義
圏
が
成
立
し
、
西
側
に
お
い
て
は
、
自
由
主
義
陣
営

の
な
か
で
の
統
合
が
進
展
し
た
。
後
の
Ｅ
Ｕ
へ
と
つ
な
が
る

動
き
も
ま
た
、
冷
戦
構
造
を
前
提
と
す
る
枠
組
の
な
か
で
生

じ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
っ
た
国
々
で
は
、
反
体
制

派
知
識
人
が
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
語
り
始
め
て
い
た

（
篠
原 

二
〇
〇
八
）。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
た
チ
ェ

コ
人
作
家
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
は
「
誘
拐
さ
れ
た
西
欧
」
と

い
う
挑
発
的
な
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る

（
ク
ン
デ
ラ 

一
九
九
一
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
ソ
連
に
よ
っ
て
無
理
や
り
東
に
組
み
込
ま
れ
た
だ
け
で

あ
り
、
本
来
的
に
は
西
に
属
し
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
彼

ら
／
彼
女
ら
が
望
ん
で
い
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
「
回
帰
」
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◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
福
田
宏（
ふ
く
だ
・
ひ
ろ
し
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
愛
知
教
育
大
学
地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
講
座
・
講
師
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
一
年
、
和
歌
山
県
新
宮
市
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
政
治
学
と
歴
史
学
。
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究（
特

に
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）。

⑤
学
歴
…
…
北
海
道
大
学
法
学
部
、
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
、
同
博
士
課
程
、
同
博
士（
法
学
）。

⑥
職
歴
…
…
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
助
手（
二
八
歳
、
三
年
）、

同
講
師（
三
二
歳
、
二
年
）、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
・
助
教
等（
三
四
歳
、
計
四
年
半
）、
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報

セ
ン
タ
ー
・
助
教（
四
一
歳
、
二
年
半
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
チ
ェ
コ（
二
五
歳
、
二
年
半
、
留
学
等
）、
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア（
三
六
歳
、
三
年
、
在
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
大
使
館
専
門
調
査
員
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
歴
史
に
関
わ
る
調
査
に
つ
い
て
は
文
献
・
史
料
調
査
、

現
状
分
析
に
つ
い
て
は
聞
き
取
り
調
査
が
メ
イ
ン
と
な
る
が
、
調
査
対

象
に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
政
治
学
会
、
比
較
政
治
学
会
、
西
洋
史
学
会
、
東
欧
史

研
究
会
、
音
楽
学
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
大
学
に
入
学
し
た
一
九
八
九
年
に「
東
欧
革
命
」

が
起
こ
り
、
こ
の
地
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
〇
年
代
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
『
赤
い
大
公

―
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
と
東
欧
の
二
〇
世
紀
』（
池
田
年
穂
訳
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
四
年
）。
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
王
国
の
創
設

を
夢
見
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
末
裔
、ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
数
奇
な
物
語
。

今
回
の
総
特
集
で
扱
う
地
域
を
考
え
る
上
で
も
大
変
示
唆
的
な
書
物
。

が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
事

実
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の

狭
間
、
あ
る
い
は
、
東
と
西
の
狭
間
と
い
う
問
題
が
、
二
一

世
紀
の
現
在
に
お
い
て
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

だ
ろ
う
か
？

本
特
集
に
お
い
て
は
、
以
上
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
第
Ⅰ
部
）
と
両
大
戦
間
期
の
中
央
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
第
Ⅱ
部
）
に
焦
点
を
当
て
る
。
さ
ら
に
座
談
会
で

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
専
門
家
も
交
え
て
、
よ
り
広
い
視

点
か
ら
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
先
が
見
え
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
現
状
を
逐
一
追
い

か
け
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
在
と
過
去
の
双
方
の
視
点
か
ら

問
題
の
背
景
や
構
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
現
在
の
世
界
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
特
集
が
、
狭
間
の
地
域
を
考

え
る
上
で
一
つ
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ

る
。
な
お
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
今
号
の
刊
行
が
当
初
の

予
定
よ
り
半
年
ほ
ど
遅
れ
た
た
め
、
座
談
会
と
第
Ⅰ
部
を
中

心
に
最
低
限
の
修
正
を
施
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

き
た
い
。
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